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本研究は昨年度の共同利用研究の継続であり､
和歌山県中津村と奈良県大塔村において野生ニホ
ンザルの生息実態ならびに人間の生産活動を把捉
し､猿害発生メカニズムを探ることを目的とし
た｡本年度も地域住民への聞き込み調査とこ,i{ン
ザルの生息実態調査を平成8年7月と11月に行っ
た｡
聞き込みの結･Aによると､大塔相では10-20年
前あたりから狭古が充生している｡独普対坪とし
て薬草栽培を始めているが､一部の藻草はサルの
被害にあっているようである｡爆音許や屯気柵も
使用されているがそれほど盛んではなく､その背
景には過疎化の進行があると思われる｡中津村に
おいてもや1より10-20年前あたりから披書がみら
れるようになってきた｡中沖村においては聞き込
みのかたわら住民に記録用紙を配り､サルの目撃
例を記録してもらうように依頼した｡村の各集落
に全部で47部を託し､約1ケ月後の返送を依析 し
たところ､29部が返送されてきた｡これらの結果
と聞き込み､直接目視による記録とを照合 した結
果､中津柑周辺には4-5群のニホンザルが生息
していると予想される｡
昨年使､本年皮と聞き込み､アンケー トを中心
とした調査を行ってきたが､来年度以降は直接目
視を中心として各群れの個体数ならびに遊動域を
把超すること､またこれまでの被害や捕獲頭数の
経緯を明らかにし､生業活動との関連について考
察すること●を目指 していきたい｡
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